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低アミ昌一ス品種「里のゆきJ後代系統のアミロース特性

中場勝・結城和博・佐野智義・森谷真紀子・後藤元

(山形県農業総合研究センター農業生産技術試験場庄内支場)

Characteristics of Amylose Contents on ProgenyStrain of Low Amylose 

Content Cultivar "Satonoyuki" 

Masaru CHUBA， Kazuhiro YUKI， Tomoyoshi SANO， Makiko MORIYA and Hajime GOTO 

(Shonai Branch， D々partmentof Agro-Production Science， Yamagata General 

Agricultural Research Center， Tsuruoka， Yamagata 999-7601， Japan) 

らつきでほぼ掴定していると考えられた.白濁程度の

ばらつきは小さく，ほぼ固定していると考えられた.

ただし， I庄2722Jを母にした系統では，嬬揮のように

白色にはぜた系統がみられた.

2. アミロース含量の世代変動(第 1函)

各系統のアミロース含量の前世代れ世代から F7世

代の動きを謁査した.

第 1表玄米品質及び玄米白濁程度

玄米品質(l…9) 玄米自濁程度(1透明…5臼)

平均値標準備羨 平均値標準偏差備考

患のゆき 4.1 0.49 2.6 0.44 

はえぬき 3.8 0.67 1.0 0.00 

ADF7- 1 3.5 0.50 5.0 0.00 

ADF7- 2 3.8 0.75 5.0 0.00 

ADF7- 3 3.3 0.64 5.0 0.00 

ADF7- 4 3.8 0.40 5.0 0.00 

ADF7- 5 3.5 0.50 5.0 0.00 

ADF7- 6 3.4 0.49 5.0 0.00 

ADF7- 7 4.1 0.54 4.9 0.16 

ADF7- 8 3.3 0.46 4.6 0.22 

ADF7- 9 3.7 0.64 5.0 0.08 

ADF7- 10 4.0 0.45 4.9 0.16 

ADF7- 11 4.4 0.49 5.0 0.08 

ADF7- 12 3.8 0.40 3.6 0.38 

ADF7- 13 3.5 0.50 3.0 0.00 

ADF7- 14 4.8 0.40 3.4 0.32 

ADF 7-15 4.3 0.46 2.7 0.40 

ADF7- 16 4.5 0.50 3.1 0.30 

ADF 7 - 17 4.6 0.49 3.1 0.46 

ADF7- 18 4.8 0.60 3.1 0.20 

ADF7- 19 5.0 0.63 2.8 0.25 

ADF7- 20 4.3 0.46 2.8 0.24 

ADF7- 21 4.8 0.60 3.2 0.24 

ADF7- 22 4.5 0.50 3.3 0.33 

ADF7- 23 4.2 0.40 2.8 0.25 

ADF7- 24 4.8 0.40 3.2 0.33 

ADF7- 25 3.8 0.60 2.6 0.37 

ADF7- 26 4.7 0.64 3.1 0.37 
組合せ ADF7-1~16:庄2722，患のゆき/はえぬき

ADF7-17~26 ・ 1まえぬき/庄2722，患のゆき

近精精穏のように白くはぜた系統

2004年に育成した早生で短稗，酎冷↑生“根強良食

味の「里のゆきJは，山形県の奨励品種となり，現在

山形県内の中山間地域を中心に約100ヘクタールで栽培

されている.約培養中の突然変異に由来すると考えら

れるオリジナルの低アミロース性遺伝子 (wx-y)を持

(佐藤ら2003)，登熟温度によるアミロース含量の変

動が主食用うるち並に小さく(中場ら2002)，玄米の白

濁が少なく，炊飯米は餅臭が少ないという特性を有し

ち

ている.

そこで，今後の育種素材とするため，

ミロース特性について検討した.

材料および方法

供試材料は， I庄2722J(のちの「里のゆきJ)と「は

えぬき」を2000年に正逆で交記し， I臣2722Jを母にし

たものが16系統， I庄2722Jを父にしたものが10系統の

2006年乱世代計26系統を用いた.他に親の「里のゆき」

と「はえぬき」を用いた.

方法は， 2000年に交記し， 2001年巴世代で個体選抜

し，アミロース含量ごとに2002年，系統として植え，

系統あたり 10個体のアミロース合最を制定した. 2003 

年も同じようにアミロース含量ごとに植え， 10個体ず

つアミロース含量を測定した.

アミロース含量は，白米粉をプランルーべ社のオー

トアナライザ-ll型で測定した.

玄米の品質は 1(上上)~ 9 (下下)の 9段踏で，白

濁程度は 1(主食用綬:透明感あり) ~ 5 (嬬:白色)

の5段階で呂視で調査した.

供試条件は，株あたり 1本植えで，施肥は基肥のみ

とし，アールあたり窒素成分で、0.5kgを施用した.

イ也は，庄内支場内の生産力検定試験に準じた.

結果および考察

1.玄米品質及び白濁程度(第 1表)

玄米品質は，いずれの系統も 3から 5で両親並のば
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低アミロース品種「里のゆきJ後代系統のアミロース特性

以上，低アミロース品種「里のゆき」の後代系統の

アミロース特性について検討した.

「里のゆきJ後代のアミロース含量が10%前後の

wx-y遺伝子を有している系統は F，世代から遺伝的

にほぼ屈定していると考えられる.また，wx-y 

子を有してない 3%前後とかなり低い系統もあり，ヨIj

の遺伝子の関与が推定され，今後の解析が必要である.
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ロース含量特性. 臼作東北支部会報45: 19-20. 

と「圧2722Jの潤である16%ぐらい

のアミロース含量が次の世代で大きく分離し， 10%前

後の個体を選抜し，その後アミロース含量は安定して

代で「はえぬき

きた.

中場・結城・佐野・森谷・後藤

「庄2722Jを母にした組合せ16系統のうち 3%前後と

10%前後の系統は，個体簡のばらつきがなく由定して

いると思われるが，その簡の 6%前後の系統は，

ロと思われ，儲体閣のばらつきが大きかった.アミロー

ス含量 3%前後の系統は，玄米自濁軽度が 5で嬬種

のように白くはぜた系統である.

「庄2722Jを父にした系統では， 10個体のうち 1個体

がヘテロと思われ， アミロース含量が高い系統もあっ

たが， r圧2722Jとほぼ向じ10%前後で安定していた.

両組合せともアミロース含量が10%前後の系統は，

低アミロース遺伝子 1ω-yをもっていた.ヘテロとお

もわれる系統も含めたアミロース含量の低い11系統は

wx-yを持っていなかった.

3. アミロース含量の世代による推移(第 2図)

「庄2722Jを母にした， 2006年 F7世代でのアミロー

ス含量が低く，玄米が嬬種のように白くはぜた系統は，

乱世代で14%と高く，次の世代大きく分離し，その後

アミロース含量の低い系統，低い系統と選抜し F5佐

代からほぼ固定してきた.

逆の紐合せの「庄2722Jを父にした系統では，
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アミロース含量の世代変動
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